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回答は約170人の会員からいただいたが、回答者の年齢構成は40歳代が最

も多く、50歳代、60歳代と続くが、全国的な開業医の年齢分布と少々異なる

パターンを示している。これは、比較的若い歯科医が加わっているためと思

われる。しかし、開業からの年月は、20年以上の方が最も多かった。開業年

月が長い会員の方がアンケートに関心を示されたという印象である。診療科

目では、内科小児科、歯科、外科・整形外科が多くを占めた。

一日平均の外来患者数は、20人以下から100人以上までのバラツキがあり、

各科の特性もあり、多少については論ぜられないが、20人以下では手持ち無

沙汰だろうと推察されるが、100人以上では患者さんを十分診察できないの

ではと、余分な取り越し苦労をする。

税の申告方法は、5,000万円以下の白色申告は少数で、ほとんどが青色申

告を選んでいる。一人医療法人は、継承問題が絡んだ制度のためか、意外に

少ない印象を受けた。

過去5年間の税務調査の有無の間では、開業5年以内に調査を受けた者を除

けば、大略10％、10医院に1件の割合であった。となりの富山県での税務調

査で、医師会会費を経費否認された例が11件もあり注目されたが、今回のア

ンケートでは、石川県では発生していない。

医薬品の使用に関して、ジェネリックを積極的に使用しているのは20％ほ

どで、ジェネリックは「信頼性がない」からと、先発メーカーにこだわって

使用している方が半数近くにのぼった。メーカーの「売り込み攻勢」のため

に、新薬や先発を使用していると答えた方もいて、利潤追求のため、新薬販

売に狂奔する製薬メーカーのMRの姿がちらつく。

ジェネリックは、すでに一般化し、次第に大きな市場を獲得していて、大

手先発メーカー自らジェネリックを販売しだしている。ジェネリックの品質

の良いものを選んで使用すれば、薬価も低く患者負担も少なくて済み、国民

医療費の中の医薬品費を抑制する意義もある。もう少し、積極的に使用して

いくべきではなかろうか？

医薬分業は、石川県は全国でも最下位に近いと言われるが、医院レベルで

も10％近くの方がすでに分業をしている。「条件が揃えば分業」を考えている

方が50％近くを占めた。しかし、特に郊外住宅地の医院では、現在のような

分業条件下では、近くに適当な薬局はできにくく、分業は「将来とも検討し

ない」と割り切った方が賢明かも知れない。

引退する年齢については、回答者の年齢により変化するので、明確ではな

いが、60歳代後半から70歳代前半に引退したいと考えている方が多いようだ。

ただ、年齢が上がるにしたがい、引退年齢も上がっていく傾向がある。でき

ることなら、健康で余生に余裕を持って引退したいと思うが、一方、生涯奉

仕の精神で「体力の続く限り」という方も20％みられた。

医院の継承問題では、継承予定者が有る方が30％、継承者が無い方が約

25％、現在未定の方が50％弱の結果であった。継承者がいる場合でも、開業

医の将来に展望が見えないとか、他科を選択したとか、継承者間のジェネレ

ーションギャップがあったりで、必ずしも継承はスムーズではなさそうだ。

いろいろ気を揉まされた上、恩着せがましく継承してもらうより、継承者が

いない場合は、自らの意思ですべての決着をつけられるので、かえってすっ

きりしているかも知れない。

会員意見・実態調査　集計結果（単純集計のみ）   ◇ アンケート回収率　20.6% ◇ 

（1）医療機関の形態 

無　床 132 82.0％ 
有　床 28 17.4％ 
無回答 1 0.6％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（6）本年3月（法人は直近の決算時）の申告方法は 

白色申告 15 9.3％ 
青色申告 105 65.2％ 
医療法人 41 25.5％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（7）最近の税務調査の傾向 
〈1〉過去5年間で税務調査を受けたことがありますか。 

〈1〉貴院では院外処方箋を発行していますか。 

あ　る 38 23.6％ 
な　い 122 75.8％ 
無回答 1 0.6％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 
（11）医業の継承について 

〈1〉先生ご自身は継承されましたか。 

〈2〉何歳くらいで引退しようとお考えですか。 

は　い 45 28.0％ 
いいえ 116 72.0％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

あ　る 0 0.0％ 
な　い 37 97.4％ 
無回答 1 2.6％ 
総　計 38 100.0％ 

 回答計 割　合 

（2）先生の年齢（7月1日現在） 

30歳～40歳未満 16 9.9％ 
40歳～50歳未満 53 32.9％ 
50歳～60歳未満 37 23.0％ 
60歳～70歳未満 34 21.1％ 
70歳以上 21 13.0％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

60歳以前 2 1.2％ 
60歳～65歳 22 13.7％ 
66歳～70歳 43 26.7％ 
71歳～75歳 34 21.1％ 
76歳～80歳 10 6.2％ 
81歳以降 3 1.9％ 
体力の続く限り続けたい 29 18.0％ 
わからない 13 8.1％ 
無　効 4 2.5％ 
無回答 1 0.6％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

〈3〉医業の継承の予定は 

息子・娘または婿などの親族に継承予定者がいる 47 29.2％ 
親族以外に、継承予定者がいる 0 0.0％ 
継承予定者はいない 37 23.0％ 
現在のところは未定 75 46.6％ 
その他 1 0.6％ 
無　効 1 0.6％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（3）先生の開業歴 

5年未満 27 16.8％ 
5年～10年未満 35 21.7％ 
10年～20年未満 43 26.7％ 
20年以上 56 34.8％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（8）医薬品の使用について：後発品を使用しますか。 

よく使う 34 21.1％ 
あまり使わない 73 45.3％ 
どちらともいえない 53 32.9％ 
無回答 1 0.6％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（10）医薬分業について 

発行している 46 28.6％ 
発行していない 115 71.4％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

〈1〉貴院では医薬分業を検討されていますか。 

（9）上記で「あまり使わない」と答えた先生にお尋ねします。 
 その理由は（複数回答可） 

信頼性がない 41 48.2％ 
ブランド志向 14 16.5％ 
経営的理由 2 2.4％ 
売り込み攻勢 8 9.4％ 
その他 18 21.2％ 
無回答 2 2.4％ 
総　計 85 100.0％ 

 回答計 割　合 

（4）主な標榜科目 

内科系 64 39.8％ 
小児科 13 8.1％ 
外科・整形外科系 21 13.0％ 
産婦人科 4 2.5％ 
皮膚科・泌尿器科・性病科系 7 4.3％ 
眼　科 7 4.3％ 
耳鼻咽喉科 6 3.7％ 
精神神経科 2 1.2％ 
歯　科 31 19.3％ 
無　効 6 3.7％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

（5）1日平均の外来患者数（全日診療の場合） 

20人以内 16 9.9％ 
21人～40人 50 31.1％ 
41人～60人 41 25.5％ 
61人～80人 19 11.8％ 
81人～100人 16 9.9％ 
100人以上 16 9.9％ 
無回答 3 1.9％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

〈2〉上記で「ある」と答えられた先生にお尋ねします。上記
の調査の際に、院長の医師会（歯科医師会）会費を経
費否認する指摘を受けたことがありますか。富山県内
の調査では11件指摘がありました。 

すでに実施している 19 11.8％ 
検討中 13 8.1％ 
条件整備されれば検討する 65 40.4％ 
将来とも検討しない 56 34.8％ 
無　効 1 0.6％ 
無回答 7 4.3％ 
総　計 161 100.0％ 

 回答計 割　合 

※9月28日に予定されていた「医院経営セミナー」は、
実施延期になりました。追ってご案内します。 
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保
団
連
第
三
十
回
夏
季
学
習

会
が
七
月
八
〜
九
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、二
日
目
の
特
別
講
座
、

『
全
身
疾
患
と
歯
科
医
療
の
重

要
性
』
に
関
す
る
分
科
会
に
参

加
し
、
明
海
大
学
歯
学
部
歯
周

病
学
講
座
、
宮
田

隆
教
授
の

講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
後

半
部
で
、
保
団
連
の
要
望
に
応

じ
た
各
地
の
活
動
報
告
の
例
と

し
て
、
石
川
協
会
歯
科
部
の
取

り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
以
下
、
そ
の

要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇

「
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の

関
係
の
研
究
会
」
の
活
動
報
告

一．

こ
の
研
究
会
の
趣
旨

歯
周
病
と
全
身
疾
患
の
研
究

と
銘
打
っ
て
い
る
よ
う
に
、
講

演
を
聞
く
会
で
は
な
く
研
究
、

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。
当
然
、
本
番
の
前
に
準

備
委
員
会
も
開
く
。

歯
科
で
声
高
に
言
わ
れ
始
め

て
い
る
全
身
と
の
関
与
に
関
し

て
、
そ
の
カ
ギ
に
な
っ
て
い
る

論
文
の
信
頼
性
や
評
価
を
、
医

（３）2000年９月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第341号石 川 保 険 医 新 聞

今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
い

日
が
続
い
た
が
、
中
で
も
記

録
的
に
暑
い
日
だ
っ
た
八
月

一
日
に
、第
八
回
理
事
会
は
、

開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
大
き
な
協
議
事
項

は
、
こ
れ
か
ら
の
保
団
連
、

保
険
医
協
会
の
運
動
方
針
に

つ
い
て
で
、
と
く
に
在
宅
医

療
に
係
わ
る
併
算
定
禁
止
通

知
撤
回
に
向
け
て
、
各
方
面

へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て

い
く
方
針
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
定
率
一
割

負
担
の
導
入
を
は
じ
め
と
す

る
患
者
負
担
増
の
健
保
法

「
改
正
」
案
と
入
院
医
療
を

困
難
に
す
る
医
療
法「
改
正
」

案
の
成
立
阻
止
、
診
療
報
酬

改
定
の
不
合
理
是
正
、
介
護

保
険
の
緊
急
改
善
運
動
、
消

費
税
増
税
阻
止
の
各
問
題
に

対
し
て
も
、
今
後
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

た
。石

川
県
保
険
医
協
会
の
活

動
に
関
し
て
は
、
ま
ず
会
員

の
意
見
・
実
態
調
査
に
基
づ

い
て
、
こ
の
秋
に
開
催
予
定

の
医
院
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
学

術
関
連
で
は
、
全
国
的
に
好

評
を
博
し
て
い
る
「
歯
周
病

と
全
身
疾
患
の
研
究
会
」
お

よ
び
参
加
者
の
申
し
込
み
が

殺
到
し
て
い
る
「
真
田
先
生

の
褥
瘡
講
座
」
に
関
し
て
討

議
を
行
い
、
歯
科
医
師
や

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
だ
け

で
な
く
、
医
科
の
先
生
方
に

も
も
っ
と
出
席
を
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
横
井
透
先
生
か
ら

提
案
さ
れ
て
い
た
小
児
の
自

閉
症
に
関
す
る
ド
ク
タ
ー
向

け
の
講
演
会
を
来
年
二
月
に

協
会
が
主
催
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

有
益
な
講
演
会
を
企
画
し
、

医
療
に
携
わ
る
方
々
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

【
牛
村
　
記
】

第8回 理事会点描 

褥瘡講座が好評 
自閉症講演会も計画 

（8月1日・12人出席） 

一
般
的
に
診
療
時
間

外
の
、
い
わ
ゆ
る
救
急

診
療
は
多
く
の
病
院
が

当
直
医
師
に
よ
っ
て
対

応
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
当
直
医
制
度
は
多

く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ

は
、
現
状
で
は
大
学
病
院
以
外
は
内

科
、
外
科
系
二
人
の
医
師
し
か
当
直

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
最
大
の

要
因
が
あ
る
。
日
常
診
療
、
検
査
、

手
術
、
多
く
の
日
常
業
務
を
抱
え
、

す
べ
て
の
病
院
は
人
的
余
裕
が
な
く
、

専
門
医
の
一
次
診
療
は
望
む
べ
く
も

な
い
。

二
つ
目
は
医
療
圏
と
し
て
の
救
急

体
制
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
一

次
診
療
は
診
療
所
、
二
次
医
療
は
地

域
の
中
核
病
院
、
そ
し
て
三
次
は
高

度
の
医
療
を
受
け
持
つ
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
と
い
う
分
担
が
な
さ
れ
る
の

が
理
想
で
あ
る
。
そ
れ
が
医
療
資
源

の
効
率
的
活
用
な
の
だ
が
、
行
政
の

対
応
、
市
民
の
意
識
、
病
院
の
整
備
、

い
ず
れ
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
石
川
県
全
体
の
問

題
で
も
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
以
外
の

地
域
で
は
多
く
の
急
患
が
公
立
病
院

に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、
一
層
い

び
つ
な
負
担
を
生
ん
で
い
る
。

無
論
、
現
場
で
当
直
に
当
た
る
医

師
は
専
門
外
の
診
察
で
も
、
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
一
刻
を
争
う
よ
う
な

重
症
患
者
、
微
妙
な
判
断
を
迫
ら
れ

る
局
面
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
専
門
医
に
較
べ
る
の
は
無
理
な
話

で
あ
る
。
一
部
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル
も

こ
う
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
し
、

専
門
医
へ
の
連
絡
そ
の
も
の
が
高
度

の
医
療
判
断
を
要
求
す
る
場
面
も
あ

り
、
問
題
の
根
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
。

医
療
の
現
場
で
の
問
題
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
の
が
、
医
療
制
度
の
在

り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。
医
療
費
の

適
正
化
、
す
な
わ
ち
医
療
費
圧
縮
を

錦
の
御
旗
に
、
医
療
福
祉
行
政
は
冬

の
時
代
で
あ
る
。
救
急
医
療
の
現
場

を
支
え
る
人
的
問
題
の
解
決
に
は
適

正
な
財
政
的
裏
付
け
が
不
可
欠
で
あ

る
。
多
く
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す

る
病
院
へ
の
非
難
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
問
題

は
解
決
さ
れ
な
い
。
欧
米
に
較
べ
、

医
師
、
看
護
婦
の
お
粗
末
な
配
置
数
。

そ
の
議
論
を
意
識
的
に
避
け
、
い
く

ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
も
所
詮

絵
空
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

国
民
と
共
に
議
論
す
る
こ
と
も
保
険

医
協
会
の
大
切
な
活
動
分
野
で
あ
る
。

科
専
門
医
か
ら
の
視
点
で
検
討

し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
。歯

科
に
関
係
し
そ
う
な
、
医

科
に
お
け
る
事
実
を
提
示
し

て
、
医
科
歯
科
双
方
に
よ
っ
て

検
討
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

つ
ま
り
、
現
時
点
で
、
何
が

ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
る
の

か
を
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
す

る
。
こ
れ
か
ら
続
々
と
新
知
見

が
出
て
く
る
と
予
測
さ
れ
、
来

年
以
降
も
継
続
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
区
切
り
の
良
い
と
こ
ろ

で
冊
子
に
し
て
ま
と
め
て
い
く

予
定
。

二．

保
険
医
協
会
の
特
性
の
活
用

医
科
歯
科
共
同
体
で
あ
る
組

織
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。

多
岐
に
わ
た
る
専
門
医
と
の
協

力
、
橋
渡
し
が
容
易
で
あ
る
、

な
ど
の
点
か
ら
、
保
険
医
協
会

な
ら
ば
こ
そ
、
取
り
組
む
こ
と

の
出
来
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
積
極
的
に
参

加
し
国
民
の
健
康
に
貢
献
で
き

れ
ば
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
国

民
か
ら
信
頼
や
よ
り
良
い
評
価

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。

三．

こ
の
研
究
会
を
通
じ
て

医
科
の
関
心
を
も
っ
と
歯
科

に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
は
保
険
医
協
会
の
主
体

が
、
要
求
団
体
中
心
か
ら
、
も

う
少
し
学
術
方
面
に
向
く
可
能

性
が
出
て
く
る
。
多
様
化
す
る

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

で
き
る
。
在
宅
訪
問
歯
科
の
方

で
も
、
医
科
の
関
心
を
歯
科
に

向
け
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、
歯

周
病
を
通
じ
て
歯
科
と
医
科
の

新
し
い
連
携
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
出
て
き
た
。

四．

さ
ら
に
、
保
険
医
協
会
が

専
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
す
れ
ば
、
全
国
の
英
知

を
結
集
・
結
実
で
き
る
。
そ
の

方
法
は
、
手
紙
あ
り
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
あ
り
、Ｅ
メ
ー
ル
あ
り
で
、

直
接
対
面
す
る
必
要
も
な
く
一

堂
に
会
す
る
必
要
も
な
い
。
委

員
は
全
国
に
分
散
し
て
い
て
も

一
向
に
構
わ
な
い
。
た
だ
優
秀

な
コ
ー
デ
ｲ
ネ
ー
タ
ー
や
編
集

部
員
と
事
務
局
が
そ
ろ
え
ば
可

能
と
思
う
。
新
し
い
時
代
の
学

術
交
流
の
一
つ
の
在
り
方
と
し

て
提
案
し
た
い
。

四
に
関
し
て
の
保
団
連
事
務

局
の
反
応
は
弱
々
し
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り

組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
会
の
後
、
コ
ン
タ
ク

ト
を
求
め
て
き
た
協
会
も
二
、

三
あ
り
、
各
地
に
飛
び
火
し
そ

う
な
感
触
を
持
っ
た
。

最
後
に
、
宮
田
先
生
の
講
演

内
容
は
、
わ
れ
わ
れ
石
川
協
会

歯
科
学
術
委
員
会
の
レ
ベ
ル
を

一
歩
も
出
る
も
の
で
な
く
、
や

は
り
独
自
に
進
む
し
か
な
い
と

再
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。 ●お申し込みは保険医協会まで　TEL076（222）5373

「歯周病と全身疾患の研究」シリーズの計画 
回 日　時 テ　ー　マ　／　講　師 

1

2

3

4

5

6

5月20日（土） 

6月17日（土） 

7月22日（土） 

8月26日（土） 

9月　9日（土） 

9月30日（土） 

●テーマ／糖尿病と歯周病 
●講　師／永井　幸広氏（金沢市民病院内科医長） 
●テーマ／女性と歯周病 
●講　師／朝本　明弘氏（県立中央病院産婦人科部長） 
●テーマ／骨粗鬆症と歯周病 
●講　師／木藤　知佳志氏（福井県立病院内科部長） 
●テーマ／心臓疾患と歯周病 
●講　師／柴山　真介氏（柴山クリニック院長） 
●テーマ／呼吸器疾患と歯周病 
●講　師／小川　晴彦氏（済生会金沢病院呼吸器科医長） 
●テーマ／タバコと歯周病 
●講　師／服部　真氏（城北病院副院長） 

★いずれも開催時間は午後7時～午後9時、会場は金沢都ホテルです。 

囲 

解 
答 

碁 

１のコスミが好手で白死 
となります。 

（問題は12面にあります） 

2 13

保団連第30回 
参加報告 

夏期学習会 

全
身
疾
患
と
歯
科
医
療
の
重
要
性 

特
別
講
座 

国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
歯
科
医
療
を 

歯
科
部
会
長
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
） 



い
低
い
山
形
を
し
て
い
る
の

で
、
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
、
も

し
く
は
、
中
央
値
と
最
頻
値
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

白
書
は
一
九
九
七
年
の
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
平
均

所
得
が
三
百
二
十
三
万
円
で
、

全
世
帯
平
均
の
六
百
五
十
八
万

円
の
約
半
分
で
あ
る
が
、
一
人

当
た
り
の
平
均
所
得
は
二
百
七

万
円
で
、
全
世
帯
平
均
の
二
百

二
十
三
万
円
と
遜
色
が
な
い
と

し
て
い
る
。
白
書
の
図
一
‐

三
‐
九
（
左
図
　
高
齢
者
の
世

帯
に
お
け
る
所
得
階
層
別
に
見

た
世
帯
分
布
一
九
九
七
年
）
か

ら
筆
者
が
計
算
す
る
と
、
高
齢

者
世
帯
所
得
の
最
頻
値
は
百
〜

二
百
万
円
、
中
央
値
は
二
百
〜

三
百
万
円
と
な
り
、
い
ず
れ
も

平
均
値
よ
り
低
額
で
、
生
活
保

護
の
標
準
世
帯
一
級
地
基
準
額

相
当
の
年
二
百
万
円
以
下
で
あ

る
世
帯
は
高
齢
者
世
帯
の
四

〇
％
を
超
え
て
い
る
。さ
ら
に
、

図
一
‐
三
‐
十
二
（
下
図
　
個

人
の
所
得
階
層
別
に
み
た
高
齢

者
の
分
布
一
九
九
七
）
か
ら
計

算
す
る
と
、
高
齢
者
の
個
人
所

得
の
最
頻
値
は
〇
〜
八
十
万

円
、
中
央
値
は
八
十
〜
百
六
十

万
円
で
、
約
五
割
が
老
人
一
人

世
帯
の
生
活
保
護
一
級
地
基
準

額
相
当
の
年
百
二
十
万
円
以
下

で
あ
り
、
女
性
で
は
約
七
割
が

同
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
は
少
な
く
と
も
「
豊
か
な

高
齢
者
像
」
が
多
数
派
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
出
て
こ
な
い
。

社
会
保
障
政
策
を
立
て
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
高
齢
者

像
を
分
析
す
る
視
点
と
し
て

は
、「
平
均
的
」
な
高
齢
者
像

で
は
な
く
多
数
の
高
齢
者
像
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
自
力

で
は
豊
か
で
活
力
あ
る
老
後
を

送
れ
ず
社
会
保
障
政
策
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
人
々
の
状
態
を

定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
デ

ー
タ
の
分
布
を
平
均
値
で
は
な

く
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
、
中
央

値
や
最
頻
値
で
み
る
こ
と
が

E
vid

en
ceB

ased
M
ed
icin

e

&
H
ealth

C
are

で
あ
る
。

2000年９月15日（毎月15日発行）（４）第341号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

『
厚
生
白
書
』に
も
E
B
M
を

│
デ
ー
タ
は
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
、中
央
値
、

 

最
頻
値
で
読
も
う

│
 

理
事
　
服
部
　
真
（
金
沢
市
・
城
北
病
院
・
内
科
）

平成12年版『厚生白書』

平
成
十
二
年
度
の
厚
生
白
書

の
タ
イ
ト
ル
は
「
新
し
い
高
齢

者
像
を
求
め
て
」
で
あ
る
。
わ

が
国
が
急
速
に
高
齢
化
の
坂
を

駆
け
上
が
り
、
六
十
五
歳
以
上

の
人
口
は
現
在
二
千
百
八
十
七

万
人
で
、
全
人
口
の
一
七
・

二
％
に
達
し
、
二
〇
二
〇
年
に

は
三
千
三
百
三
十
四
万
人
、
二

六
・
九
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
白
書
で
は
二
十
一
世

紀
を
「
高
齢
者
の
世
紀
」
と
呼

び
、「
新
し
い
高
齢
者
像
」
に

つ
い
て
「
平
均
的
に
は
豊
か
に

な
っ
て
い
る
中
で
多
様
化
し
て

き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢

者
を
社
会
的
・
経
済
的
な
弱
者

と
し
て
固
定
的
で
画
一
的
な
見

方
を
払
拭
し
、
豊
か
な
能
力
と

意
欲
を
持
つ
も
の
と
し
て
高
齢

者
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
、

高
齢
社
会
を
よ
り
豊
か
に
活
力

が
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
「
多
様
な
高

齢
者
」
は
異
な
る
時
代
環
境
に

生
ま
れ
育
ち
、
多
様
な
人
生
経

験
と
価
値
観
を
持
つ
世
代
の
集

ま
り
で
あ
り
、
大
き
な
地
域
差

や
経
済
格
差
が
あ
り
、
健
康
状

態
や
医
療
や
介
護
を
必
要
と
す

る
程
度
も
様
々
で
あ
り
、
労
働

や
社
会
生
活
も
多
様
で
あ
る

が
、
一
方
で
平
均
的
に
は
豊
か

に
な
り
現
役
世
代
と
の
所
得
格

差
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。

統
計
学
的
に
集
団
の
分
布
を

示
す
値
と
し
て
算
術
平
均
（
通

常
の
平
均
値
）
、
幾
何
平
均
、

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
（
一
〇
、

二
五
、
五
〇
、
七
五
、
九
〇
％

値
な
ど
）、
中
央
値
（
五
〇
％

値
）、
最
頻
値
（
分
布
図
の
山

の
頂
点
）
な
ど
が
あ
る
が
、
平

均
値
を
使
用
で
き
る
の
は
正
規

分
布
に
代
表
さ
れ
る
左
右
対
称

の
山
形
を
し
た
分
布
の
場
合
で

あ
っ
て
、
所
得
な
ど
の
よ
う
に

左
右
対
称
で
な
い
分
布
の
場
合

に
平
均
値
を
用
い
る
の
は
正
し

く
な
い
。
所
得
分
布
は
頂
点
か

ら
高
所
得
の
ほ
う
の
裾
野
が
長

図1‐3‐9  高齢者の世帯における所得階層別にみた世帯分布（1997年の所得） 
（％） 
30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
100万円 
未満 

100～ 
200万円 

200～ 
300万円 

300～ 
400万円 

400～ 
500万円 

500～ 
600万円 

600～ 
700万円 

700～ 
800万円 

800～ 
900万円 

900～ 
1000万円 

1000万円 
以上 

世帯の所得階層 
資料：厚生省大臣官房統計情報部「国民生活基礎調査」 

高齢者世帯 

全世帯 

世帯主年齢６５歳以上の世帯 

６５歳以上の者のいる世帯 

最頻値 

中央値 

平均値 

（白ヌキは筆者が記入） 

★ 
生活保護基準（標準世帯） 

23.9％ 

5.9％ 

11.5％ 

7.5％ 
8.3％ 

6.4％ 

11.8％ 

27.1％ 

21.1％ 

12.6％ 
10.9％ 

6.3％ 
4.7％ 

5.6％ 

15.3％ 

21.2％ 

図1‐3‐12  個人の所得階層別にみた高齢者の分布（1997年の所得） 
（％） 
35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
所得なし 80万円 

未満 
80～ 
160万円 
未満 

160～ 
240万円 
未満 

240～ 
320万円 
未満 

320～ 
400万円 
未満 

400～ 
600万円 
未満 

600万円 
以上 

資料：平成11年度厚生科学研究（政策科学推進研究）「活力ある豊かな高齢社会実現のための方策に関
する研究」において「国民生活基礎調査」の個票を再集計した結果を大臣官房政策課において引用
したもの。 

23.9％ 

5.9％ 

11.5％ 

7.5％ 
8.3％ 

6.4％ 

11.8％ 

27.1％ 

21.1％ 

12.6％ 
10.9％ 

6.3％ 
4.7％ 

5.6％ 

15.3％ 

21.2％ 

その他 夫婦のみ 
三世代 単独女 
一人親と未婚子 単独男 
夫婦と未婚子 （参考）30～64歳 

副
会
長
　
安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
）

真
田
先
生
の
褥
瘡
講
座
①
に
参
加
し
て 

現
場
の
意
識
の
高
さ
に
驚
い
て 

石
川
協
会
が
主
催
し
た
「
真

田
先
生
の
褥
瘡
講
座
①
」【
本

紙
一
面
】
に
参
加
し
た
の
で
、

開
業
医
の
立
場
で
の
印
象
を
述

べ
ま
す
。

当
日
参
加
者
百
八
十
八
人
と

大
盛
況
で
、
大
部
分
は
医
療
現

場
に
働
く
ナ
ー
ス
た
ち
、
一
部

は
、
介
護
職
員
、
保
健
婦
、
業

者
と
、
医
師
、
歯
科
医
師
で
し

た
。
週
日
の
夜
で
あ
り
、
聞
き

た
く
て
も
出
れ
な
い
ナ
ー
ス
も

た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
と
思
う

が
、
褥
瘡
と
い
う
皮
膚
疾
患
の

一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
場
の
意
識
の
高
さ
に
今
さ
ら

な
が
ら
驚
い
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
講
師
を
つ
と
め
て
下

さ
っ
た
真
田
弘
美
先
生
は
、
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
、
当

協
会
の
要
請
を
快
く
引
き
受
け

て
下
さ
り
、
大
変
充
実
し
た
講

義
を
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
と
一
緒

に
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
教
示

さ
れ
、深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
第
二
回
、
第
三
回
と

予
定
さ
れ
て
お
り
、な
お
か
つ
、

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
の
「
最

新
の
褥
瘡
予
防
と
そ
の
管
理
」

五
回
シ
リ
ー
ズ
ま
で
執
筆
し
て

戴
く
と
い
う
、
協
会
に
と
っ
て

今
だ
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
応
援

を
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
、
お

礼
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
の
企
画
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
、
か
つ
、
こ
の
日

も
名
司
会
を
し
て
い
た
だ
い

た
、
当
協
会
の
小
川
滋
彦
理
事

ご
苦
労
様
で
し
た
。

さ
て
、
講
座
内
容
に
触
れ
ま

す
と
、
褥
瘡
の
基
本
的
病
理
に

始
ま
り
、
そ
の
予
防
の
た
め
の

系
統
的
、
具
体
的
ケ
ア
手
順
を

ス
ラ
イ
ド
を
追
っ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
と
く

に
発
生
予
測
に
用
い
る
ブ
レ
ー

デ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
Ｋ
式
（
金
大

式
）
ス
ケ
ー
ル
は
、
現
場
に
直

ち
に
役
立
つ
基
準
と
し
て
感
心

し
ま
し
た
。
三
十
度
、
九
十
度

の
体
位
変
換
ル
ー
ル
、
寝
具
の

使
い
方
、
ギ
ャ
ッ
ジ
ア
ッ
プ
に

よ
る
創
部
の
「
ず
れ
」
な
ど
は
、

医
師
と
し
て
恥
か
し
な
が
ら

「
な
ー
る
ほ
ど
！
」
と
納
得
し

き
り
で
し
た
。

一
番
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
全

身
栄
養
に
話
が
及
ん
だ
と
き
で

し
た
。
褥
瘡
は
患
者
さ
ん
の
栄

養
状
態
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
病
院
や
施
設
や
在

宅
に
お
い
て
褥
瘡
前
段
階
や
褥

瘡
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
に
十

分
目
が
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
　
ブ
レ
ー
デ
ン
ス
ケ
ー

ル
、
Ｋ
式
ス
ケ
ー
ル
と
ま
で
は

や
っ
て
い
な
く
て
も
、
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
目

安
で
そ
の
栄
養
状
態
を
把
握
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
最
も
重

大
な
予
防
と
思
わ
れ
る
こ
の
点

は
も
う
、
ナ
ー
ス
た
ち
だ
け
の

役
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
否
、

完
全
に
医
師
の
役
割
で
あ
り
、

義
務
で
あ
り
ま
す
！

今
日
の
講
座
に
、
医
師
の
参

加
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と

が
、
こ
の
義
務
の
放
棄
を
象
徴

し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
痛
感

し
た
次
第
で
す
。
ち
な
み
に
、

こ
の
度
の
講
座
の
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
百
三
十

五
人
中
、
①
大
変
役
立
っ
た
百

二
十
人
、少
し
役
立
っ
た
九
人
、

役
に
立
た
な
い
ゼ
ロ
、
②
大
変

理
解
で
き
た
九
十
一
人
、
ま
あ

ま
あ
理
解
で
き
た
三
十
七
人
、

理
解
で
き
な
か
っ
た
ゼ
ロ
。
企

画
側
と
し
て
は
申
し
分
な
い
反

響
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
師
、
歯
科
医
師
の
皆
様
、

第
二
回
、
第
三
回
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
下
さ
い
。
貴
方
の
医
療

機
関
の
ナ
ー
ス
た
ち
が
「
さ
す

が
！
」
と
言
っ
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。

【
関
連
記
事
　
九
面
】
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5回シリーズ 

　2回にわたり、褥瘡発生の予測と局所ケアについて概説した。今回は褥瘡予防の中でも最も重要な体圧分散について説明する。体圧分散方
法を熟知すれば、今ある褥瘡の3分の2まで減らすことができるといっても過言ではない。なぜなら、褥瘡の原因は圧迫であること、特に日本人
の褥瘡は顕著な骨突出部位に発生するからである。 
　ここでは、臥位と座位にわけて、体位変換と体圧分散用具について理解していただく。なおここでいう体圧とはベッドや椅子の表面から体表
へ加わる圧のことである。 

褥瘡の予防方法─体圧分散 
金沢大学医学部保健学科教授　真田　弘美 

1．臥床している時

〔体位変換〕
・原則として2時間ごとに行う。やむを得ず2時間

以上に延ばす時は、下にした骨突出部位に発赤が

みられないことを確認しながら行う。

・基本は30度側臥位とする（図1）。これは骨突出

部位のない臀筋で体重を支える原理である。しか

し、この体位には限界がある。自力で少しでも動

こうとする人は、たとえ30度側臥位にしても30

分ぐらいで自分の好きな得手体位をとる。そのよ

うな場合には、体圧分散寝具を使用する。

・ベッドサイドに体位変換スケジュール表を貼ると
よい。午前と午後の患者のとる体位をスケジュー

ル表に書き込み、訪室時に患者がその体位をとっ

ているかを誰もが確認できる。

・円座は使用しない。円座使用時は皮膚が引っ張ら

れ円座との接触部位が虚血となるため、反対に褥

瘡発生を助長する。

〔体位変換の効果の確認〕
・30度に枕を使用しても反応性充血が発生する、

あるいは簡易体圧測定により骨突出部位が

40mmHg以上になる場合、必ず体圧分散寝具を

併用する。
〔分散寝具〕
・体圧分散寝具の使用方法からみた分類

a）上敷きマットレス－通常のマットレスの上に

重ねて使用する寝具

b）交換マットレス－通常のマットレスと入れ替

えて使用する寝具であり、使用中は通常マッ

トレスの保管場所が必要

c）特殊ベッド－ベッド自体に褥瘡予防のための

体圧分散の仕組が備わっているベッド
特殊ベッド、交換、上敷きの順で体圧分散

効果が高いが、特殊ベッドは非常に高価で、

かつ管理が煩雑なため、通常は上敷きまたは
交換から選択していく。

・体圧分散寝具の素材からみた分類
a）エアマットレス－空気の量により個々に応じ

た体圧調整ができるが、自力体位変換に必要

な支持力、つまり底面の安定感はやや劣る。

b）ウレタンフォームマットレス－フォームの反

発力(押したら戻る力)がないものほど圧分散

力は高い。個々に応じた体圧調整は困難だが、

自力体位変換に必要な支持力、つまり底面の

安定感はある。

c）ウオーターマットレス－圧分散力は良い。し

かし、底面の安定感のなさ、水温管理、マッ

トレスの重量が重いことが使用時の課題

d）ゲルマットレス－体圧分散を効果的に行うに

は厚みが必要となるが、厚みが増すと重量が

重く扱いにくくなってしまう。また、ゲル自

体の温度が低いため患者から体熱を損失させ

るので、体温管理能力が低下し痩せた高齢者

には使用しない。

体圧分散効果は、エア、ウオーター、ウレ

タン、ゲルの順で高い。

・体圧分散寝具を選択する（図2）
使用方法－患者が日常生活でどの程度までギ

ャッチアップするかで選択

素材－患者の自力体位変換能力で選択する。

つまり自力で体位変換できる場合は、マットレス

底面の安定感を優先、自力体位変換できない場合

は体圧分散力を優先

・体圧分散寝具の基本は底付しないために10cm以

上が望ましい。

・骨突出が顕著な人では圧分散力が優れた二層式エ

アマットレスを勧める（写真1）。

・肥満の人には臥床してもマットが潰れない交換ウ

レタンマットレスを勧める（写真2）。

2. 座位の時

・座位時になぜ褥瘡ができるのか─高齢者は身体に

変形や拘縮があるため、座位が安定せず前方にず

れ、尾骨部に体重が集中しやすい。尾骨部体圧は

100mmHg以上あり、高齢者の座位時の褥瘡は尾

骨部にできやすくなる。
〔姿勢保持〕
・基本は90度ルールの座位姿勢（図3）─股関節

90度、膝関節90度、足関節90度で座ると、圧力

は臀部から大腿後面へ移動する。大腿後面には骨

突起がなく、かつ臀部より支持面積が広いことか

ら褥瘡が予防できる。最近では90度に座れる高

齢者用車椅子も普及してきている。既存の車椅子

を使用する時は、背中と足底にクッションを入れ、

サイドテーブルをつけ、手をテーブルにつくよう

前傾をとる。

・座り続けることはしない。─座位時間を1時間以

内とし、その後ベッドに臥床するという繰り返し

のスケジュールを取り入れる。
〔姿勢保持の評価〕

オムツ交換や入浴時に、尾骨や臀部に反応性充血

や皮膚の亀裂、びらんがないか観察する。また、体

圧90ｍｍHg以上の時は、圧分散クッションを使用

する。
〔体圧分散クッション〕
・エアとウレタンの素材で選択する。
・エアクッション－ロホクッションは、体圧分散効

果は優れているが、マット内圧調節が難しいため、

自己管理能力のある患者に使用する。ソフケアク

ッションは、マット内圧調節の必要がなく使用が

簡便であり、かつ厚みがないため介護が必要な小

柄な高齢者に適している。しかし耐久性に問題が

ある。

・ウレタンフォームクッション－ソフトナースクッ

ションも使用は簡便であるが厚みがあるため、使

用してフットレストに足底がつく患者に使用する

のが良い。

・ハイブリッドクッション－エアとウレタンを併用

したもので、コキュー君は安定性と圧分散の双方

を兼ね備えている（写真3）。
写真1．上敷き二層式エアマットレス 写真2．交換ウレタンマットレス 写真3．ハイブリッドクッション

図1．30度側臥位 

30° 

図2．体圧分散寝具選択基準 
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図3．90度ルール 
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2000年９月15日（毎月15日発行）（６）第341号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

年度 昭62 昭63 平1 平2 平3 平4 平5 平6 平7 平8 平9 平10 平11 横計

全園児数 453 482 540 566 545 536 509 537 484 424 406 394 445 6321

新園児数 177 179 217 230 169 195 177 199 156 123 163 133 148 2266

調査表数 26 20 26 26 28 27 29 27 21 24 15 16 21 306

診断数 20 20 24 25 27 23 29 22 21 21 15 14 17 278

精神障害分類 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改 新 継 改
規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善 規 続 善

身体因性障害 1 1 1 2 1 2 2 1 3 4 2 3 1 1 1 2 1 1 2 2 34

分裂病 0

気分障害（躁うつ） 1 1

心因性障害 0

精神遅滞 1 3 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 16

特異的発達障害

［学習障害］

会話・言語能力 2 1 1 1 1 2 1 8

学習能力 2 2 2 1 3 2 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 25 183

運動能力 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6

混合性 2 3 5 3 2 7 5 3 6 9 5 5 7 6 5 4 2 5 5 2 5 6 1 6 5 1 3 5 3 1 4 1 1 4 1 4 2 1 117

自閉症（広汎性）1 2 2 2 1 1 1 2 1 1 3 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 27

行動・情緒障害 1 2 2 1 1 1 2 1 3 1 5 4 1 4 2 2 1 28

注意欠陥多動 2 1 1 1 1 1 1 1 8

行為 43

情緒・不安 2 1 1 1 1 1 7

縦計 9 11 4 12 8 6 14 10 5 12 13 5 16 11 6 10 13 4 16 13 4 14 8 1 11 10 3 9 12 7 4 11 1 8 6 1 10 7 1 新 継 改
規 続 善

145 134 98

（７ページからの続き）

調査票からの精神障害診断

13年間に同一の調査票によって判定した精神障害の分類別内訳を集計表に
示す。昭和62年度から平成11年度までの園児延数6,321人で、園児実数
2,542人であり、このうち調査票該当児数は306人であったが、28人を除外
して、診断児数は278人である。これは園児延数の4.4％に当る。除外理由は、
園医が標準と判定した児、他機関管理中の児、保護者が判定拒否した児を含
めた。園児は満３歳以上から満６歳過ぎまでの３年制であるから新規診断児
は145人（新園児群の6.4％）、継続診断児は134人（継年児群の3.1％）であ
る。
診断名別に集計すると、（カッコ数は新規）身体因性障害34（20）、気分障

害1（1）、精神遅滞16（8）、特異的発達障害[学習障害]183（89）…この内
訳は、会話・言語8（6）、学習能力25（14）、運動能力6（3）、混合型117
（55）、自閉症27（11）→身体因性除外、行動・情緒障害43（26）であった。
ここで注目すべきは、在園期間中に前々年又は前年と比較して精神活動の改
善を認めた児は98人（全対象児の35％）に達したことである。新入園児の該
当児数に比較しても継続園児の該当児数は半減している。

考　察

3歳から6歳までのいわゆる幼稚園児の精神障害についての有病率は定かで
ないが、筆者の調査方法では、約4.4％であった。
圧倒的に多い障害は、特異的発達障害[学習障害]であり、乳幼児または小児

期の発症で中枢神経系の成熟機能の発達障害とされているが、精神遅滞や身

体因性自閉症との鑑別は慎重を要する。ただし当調査では、在園期間中の改
善度は50％であることから、家庭や幼稚園での教育効果が期待できる。２番
目に多い行動・情緒障害には注意欠陥多動障害を含め多くのタイプがあり、
神経伝達物質による調節不全とされている。しかし当調査での改善度は低か
った。3番目に多い身体因性障害と4番目の精神遅滞には聴・視力障害、構音
障害、未熟児、小児麻痺、ダウン症、てんかん等の各疾患が含まれる。広汎
性心理発達障害である自閉症は、新入園児の0.1～0.2％であったが、身体因
性自閉症を含めるともっと高率かも知れない。低年齢児の調査であるので、
内因性精神障害である精神分裂病、気分障害（躁うつ病）や、心因性精神障
害である神経症、ストレス障害、自律神経失調等の把握は困難な面もあるが、
数としては明らかに少ないと思われた。

まとめ

3～6歳児の精神障害について、幼稚園教諭の観察意見をもとに調査した。
幼児期の精神障害は基本的には、脳ニューロン発達途上における生物学的機
能不全であるが、これに個体の生育歴、環境条件などの個人差が大きく関わ
ってくる。しかし、3年間の在園期間中に改善傾向を示す児も相当数いる。だ
が、学童期～思春期と進むに従って一部の子どもが人格、感情、行動等の障
害を顕在化させ、社会問題をひきおこす可能性が高い。
文部省や厚生省も、多発する少年事件を受けて今秋から実態調査を開始す

るというが、われわれ小児科、精神科の開業医は、臨床現場で、あるいは園
医、校医として、「子どもの心の問題」により一層の配慮と指導を求められて
いると思う。

11月18日（土） 

11月19日（日） プログラム 

●プレ企画…… 

●全体会　パネルディスカッション 

日本の医療─21世紀への宿題 
 20世紀にやり残したもの 

日常診療に役立つパソコン機器展示会 
体験コーナー 

─ 21世紀を担う「かかりつけ医」の在り方とその育成 

●分科会・午前中 

●特別企画・午後（併行して開催） 

●ポスターセッション　●パソコン機器展示会　●書籍販売 

①在宅医療─健康で暮らせるまちづくり運動　②医科の診療研究および診療の工夫　
③歯科の診療研究および診療の工夫　④公害・環境─生命と健康の破壊をくいとめる
　⑤子どもの健康・医療─少子化時代をみすえて　⑥20世紀の医療運動史、および医
学史　⑦医療と情報 

A．講演と活動交流「わが国における健康なまちづくりの政策と実践」 
B．講演「アメリカの医療制度と家庭医の役割とその研修について」 
C．シンポジウム「ディーゼル排気微粒子による健康障害の新しい治験と転換する交通
政策・道路行政」 
D．パネルディスカッション「より良い介護保障の確立に向けて」 

険医団体連合会 
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（７）2000年９月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第341号石 川 保 険 医 新 聞

はじめに

最近は、低年齢層の社会問題、例えば幼児虐待、不登校、学級崩壊、いじ
め、自殺、非行、少年犯罪等が多発している嘆かわしい世相である。もちろ
ん社会環境や教育の歪みも関係しているが、その基本には子ども達の心の問
題すなわち各個人の精神発達に関わる面が多いと思われる。特に、３～６歳
の幼児期は自我、超自我形成を経て、知識集積と社会順応、自立に至る人間
形成の極めて重要な基礎期間である。このような認識理解の一助にもなれば
と思い、筆者が園医である某幼稚園の13年間における精神障害児の調査につ
いて述べてみたい。
そもそも精神疾患とは、科学的に探求可能な脳活動の機能不全によって起

る生物学的現象の病理である。この一般的合意にもとづき、今日の精神障害
分類の基本は、臨床上で「記述・現象的」に精神症状をとらえて、①身体因
性、②内因性、③心因性に大別するWHOの国際疾患分類（1992）である
［ICD‐10］、もしくは多軸評定法である米国精神医学会手引書の［DSM‐Ⅳ．
Ⅴ］（1994）による分類に準じている。
従って、われわれの調査結果も、精神障害分類はあらためて［ICD‐10］

に準じることにする。参考までに［ICD‐10］の精神疾患分類を略記する。

調査方法

対象幼稚園は、当市と近郊の２個所で同一系列の私立一般幼稚園で、何れ
も園医は筆者である。
子ども達の在園時間中に担任教諭が６ｶ月以上観察し、同年齢園児と比較し

て性格、智慧、言動が平均から逸脱していると思われる児童について、園長
や前任教諭等とも相談の上、園医作成の調査票に記入する。同時に可能な範
囲で該当児の保護者からのコメントを求める。この調査票をもとに園医が短
時間だが該当児と面接し、担任教諭の追加意見も加えて確認や修正を行う。
ただし知能テストや心理テストは行わない。
以上の方法であるから、該当児決定の判断の第一歩は教諭や父兄であって、

年齢・生育歴・環境・個人差ならびに素人判断による格差が避けられない。
また、保護者が私立一般幼稚園入園を選んだ理由もそれぞれであることを念
頭に入れての調査である。

調査票記入項目

（６ページに続く）

Ａ 介助度は ①全く手がかかる ②少しも目が離せない ③他児
にくらべて注意が要る

Ｂ 言葉は ①全く喋らない ②無意味な発声だけ ③片言のみ
④他人の言葉を真似るのみ ⑤２～３語を連らねる
のみ

Ｃ こちらの意思が ①ほとんど通じない ②通じるのに苦労 ③通じが悪い
Ｄ 自発性は ①指示や介助によってのみ行動 ②独居が多い

③どうにか他についていける ④明らかに積極性に
乏しい

Ｅ 感情表現は ①ほとんど無表情 ②感情の表現が掴みにくい ③
怒りっぽい ④泣きむし ⑤感情の変化がはげしい

Ｆ 多動傾向は ①絶えず動きまわる ②いつも体のどこかを動かし
ている ③集団行動からはみ出し易い ④一か所に
じっと居れぬ

Ｇ 対応能力は ①全く気ままに行動するだけ ②他児と遊ばない③
指示に従わない ④自分の好きにしか行動しない
⑤時にトンチンカンな言動が出る ⑥排他的行為が
多い（咬む、叩くなど）⑦突発的な亢奮状態があ
る

Ｈ こだわり性は ①ある品か動作にとてもこだわる ②異常行為・習
癖がある ③偏食がひどい ④意を通そうとする傾
向が強い ⑤自己中心的

Ｉ 運動能力は ①動作がとても鈍い ②とても不器用 ③上手に歩
けない、転びやすい

Ｊ 生活習慣は ①自分で食べれない ②失禁する ③排泄は介助が
要る ④脱着衣は介助が要る ⑤自分の持物がよく
分からぬ ⑥独りで遊べぬ

Ｋ　その他に気付くこと自由記載

下位分類よりの参考
身体因性精神障害には 器質性、症状性、痴呆性、精神作用物質使用、

てんかん
内因性精神障害には 精神分裂病、分裂病型、妄想性、

気分障害（躁うつ病）
心因性精神障害には 神経症、ストレス障害、摂食・睡眠障害、

人格・行動障害
精神遅滞には 先天性代謝異常、染色体異常、周産期異常、

栄養・環境不良、低文化群
心理的発達障害（特異的発達障害、又は、学習障害と呼ぶ）には、
Ｆ80 会話・言語の特異的発達障害
Ｆ81 学習能力の　　　〃 Ｆ82 運動能力の特異的発達障害
Ｆ83 混合性　の　　　〃 Ｆ84 広汎性の発達障害→小児自閉症
行動および情緒の障害には、注意欠陥多動性障害、行為障害、行為情緒
混合性障害、小児期特異的情緒障害、特異的社会機能障害、その他の行
動・情緒障害（不安症や習癖など）、チック障害

上位分類
Ｆ０　症状性を含む器質性精神障害
Ｆ１　精神作用物質使用による精神・行動障害　
Ｆ２　精神分裂病.分裂病型障害.妄想性障害
Ｆ３　気分障害
Ｆ４　神経症性障害.ストレス関連障害.身体表現性障害
Ｆ５　生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群
Ｆ６　成人の人格および行動の障害
Ｆ７　精神遅滞
Ｆ８　心理的発達の障害
Ｆ９　小児期および青年期に発症する行動と情緒の障害

安藤　良一（金沢市・内科・小児科・精神保健指定医） 

園児の学習・情緒・行動の障害に関する一調査 
会員投稿 本調査報告は保団連医療研究集会（下記案内参照）にて報告されます 

参加者募集中（10月末日締めきり）・演題の募集締切は9月末日まで 
お申し込みは石川県保険医協会まで 

東京・ダイヤモンドホテル 

メインテーマ 

「21世紀の医療を担う新たな 
　　　　　 　開業医像をめざして」 

日　時 

会　場 

主催／全国保
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─第142例─ 保険者　金沢市
肺炎で入院時検査の梅毒脂質抗原検査TPHA、HBsAg、HCV抗体価精密

測定が減点査定された。

本年２月診療分で保険者から再審査請求があったものです。

〈主治医の意見〉

入院時のこれらの検査は患者の状態把握及び事故防止のため、必須の検

査と考えます。

〈協会のコメント〉

入院時の梅毒や肝炎に関する感染免疫検査は、入院医療を行ううえで最

低限必要なものであり、保険診療上当然認められるものであります。ちな

みに、本件で査定されたもののうち点数の高い肝炎関連検査については、

その取り扱いに関して社保国保審査委員合同協議会報告（以下　協議会報

告）にも記載されていますので参考にしていただきたいと思います。

以上より、第142例において査定された３種類の検査は、梅毒、B型肝

炎、C型肝炎に関してそれぞれ１種類のみの算定であれば査定される根拠

はないものと判断できます。主治医の意見どおり記載して再審査請求すべ

き事例です。

ここで、査定される可能性について考えてみます。梅毒検査については、

梅毒脂質抗原使用検査を２種類以上併せて行った場合には、主たるものの

み算定となっていますので、１種類を残して残りは査定されることになり

ます。HBsAgについては、入院時スクリーニング検査としては、検査方法

として、協議会報告にRPHAまたはPHA法と指定されているのでこれら以

外の方法で実施した場合、また、入院前の近い時期に実施されている場合

などが考えられます。HCVについては、協議会報告の指定どおりの方法で

の算定なので、入院前の近い時期（外来）での算定がある場合だけでしょ

うか。

以上のような検討をしたうえで注意事項をまとめますと、同一種類と規

定される検査の併算定、外来と入院での併算定などに注意する必要がある

ことになります。

─ 第143例─ 保険者　国保全国左官組合
発作性頻拍症患者のEKG検査３回→２回に減点査定された。昨年12月診

療分で保険者から再審査請求があったものです。

〈主治医の意見〉

病状の把握、治療の選択のために症状あるごとに、EKG検査は絶対に必

要である。

〈協会のコメント〉

発作性頻拍症の患者では、症状のあるたびに心電図検査を実施するのは

保険医として必要最低限の医療行為です。また、月３回の発作があること

も珍しいことではありません。頻拍発作を起こしている患者に心電図もみ

ないで、抗不整脈剤を投与することなどできるはずがありません。医学常

識上この種の疾患に対して心電図検査の頻回算定は当然ありうることで、

診療報酬点数表もこのようなことを想定して月２回目以降の心電図検査を

90／100に減額算定するようになっています。

以上より、本件は患者の病状を記載のうえぜひとも再審査請求すべき事

例です。

◇ ◇ ◇

本例のような査定を「経済査定」というのでしょうか。保険審査通信の

文面のみから判断すると、医学常識をかなり逸脱した査定といわざるを得

ません。本件のような発作を主症状とする疾患の診療一般に、同じような

医療行為が繰り返されることはしばしばあることです。常識的な審査が望

まれる事例といわざるを得ません。

『保険審査通信』に寄せられた問題事例
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今年10月、完成予定。 
今しばらくお待ち下さい。 

『福祉マップ』 
介護保険完全対応版 

ただ今、編集中!!

（改訂第5版） 
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獲
得
す
る
上

で
と
て
も
重
要
な
時
期
で
あ

り
ま
す
の
で
、
軽
度
と
い
え

ど
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
な

の
で
す
。
実
際
に
わ
れ
わ
れ

の
外
来
を
訪
れ
る
、
言
葉
の

遅
れ
を
持
つ
小
児
に
軽
度
の

難
聴
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

補
聴
器
は
装
用
す
る
だ
け

で
よ
い
の
で
は
な
く
、
言
語

訓
練
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は

言
語
聴
覚
士
や
聾
学
校
の
教

諭
が
行
い
ま
す
。
従
来
は
補

聴
器
を
用
い
て
音
を
聞
く
訓

練
と
読
話
訓
練
（
口
型
を
読

む
）
を
並
行
し
た
聴
覚
口
話

法
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
の

方
法
で
は
十
分
な
言
語
力
が

獲
得
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
、
現
在
で
は
聴
覚
口
話

法
に
加
え
て
、
他
の
代
償
手

段(

キ
ュ
ー
ド
、
手
話
、
文

字
な
ど
）
を
取
り
入
れ
る
多

感
覚
法
と
呼
ば
れ
る
訓
練
法

を
取
り
入
れ
て
い
る
施
設
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
大
学
附
属
病
院
で
は
、

約
三
十
年
前
か
ら
従
来
の
聴

覚
口
話
法
に
加
え
て
早
期
か

ら
の
文
字
言
語
や
手
話
を
導

入
す
る「
金
沢
方
式
」と
い
う

言
語
訓
練
法
で
効
果
を
あ
げ

て
お
り
、
聴
覚
障
害
児
で
普

通
高
校
や
大
学
に
進
学
し
て

い
る
人
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
方
法
を
学
び
に
外

国
か
ら
も
研
修
生
が
き
て
い

ま
す
。
今
後
は
こ
の
「
金
沢

方
式
」
を
も
っ
と
国
内
で
広

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
文
献
】

一．

石
澤
博
子：

幼
児
難
聴

原
因
の
推
移
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医
院
に
か
け
た
電
話
が
通
じ
て

い
る
の
に
、
今
自
分
は
医
院
に

不
在
で
外
出
中
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
。

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
片
町
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
の
バ
ー
で
先
輩
の

Ｍ
先
生
と
飲
ん
で
い
た
時
の
こ

と
。
夜
の
九
時
を
回
っ
て
お
サ

ル
先
生
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た

の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
そ
の
ま

ま
受
け
た
。
聞
い
た
こ
と
の
な

い
高
齢
の
男
性
の
声
だ
っ
た
。

「
熱
が
あ
る
の
で
今
か
ら
診

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」「
あ

い
に
く
今
、
外
に
出
て
い
て
、

こ
こ
に
は
い
な
い
の
で
す

が
・
・
・
。
い
つ
も
か
か
っ
て

い
る
お
医
者
さ
ん
は
い
な
い
の

で
す
か
？
」
「
実
は
、
日
中
、

か
か
り
つ
け
の
Ｄ
医
院
で
診
て

も
ら
っ
た
時
に
は
ま
だ
熱
が
な

か
っ
た
の
で
・
・
・
」「
じ
ゃ

あ
、
ど
う
し
て
そ
の
Ｄ
先
生
に

診
て
も
ら
わ
な
い
ん
で
す

か
？
」「
お
電
話
し
て
も
通
じ

な
い
ん
で
す
。
先
生
、
今
か
ら

お
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
診
て
い

た
だ
け
ま
す
ね
」「
イ
ヤ
、
だ

か
ら
、
ボ
ク
は
こ
こ
に
い
る
か

ら
、
い
な
い
ん
で
す
！
」
と
酔

い
が
回
っ
た
頭
で
状
況
を
説
明

し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、結
局
、

強
引
に
断
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、「
診
た
く
な
い
か
ら
診
な

い
ん
だ
」
み
た
い
に
な
っ
て
非

常
に
後
味
が
悪
い
。

お
サ
ル
先
生
は
携
帯
電
話
を

切
っ
た
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で

「
い
っ
た
い
か
か
り
つ
け
医
は

何
を
し
て
る
ん
だ
！
」
と
大
き

な
声
で
憤
慨
し
た
。「
お
、
お

客
さ
ん
っ
っ
！
」
見
る
に
み
か

ね
た
マ
ス
タ
ー
が
制
止
す
る
よ

り
も
一
瞬
早
く
、
Ｍ
先
生
は

「
お
サ
ル
先
生
。
ケ
イ
タ
イ
は

席
を
は
ず
し
て
使
う
も
ん
だ

ぜ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
か
か
り

つ
け
患
者
だ
か
ら
診
る
と
か
、

診
な
い
と
か
い
う
の
は
お
か
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
。
そ
ん
な

わ
が
ま
ま
は
町
中
の
開
業
医
の

言
い
分
だ
。
囲
み
記
事
に
寄
せ

ら
れ
た
安
田
先
生
を
見
た
ま

え
！
（
こ
こ
で
囲
み
記
事
を
見

て
下
さ
い
ネ
）
彼
は
能
登
地
区

の
い
わ
ば
金
沢
と
は
対
極
的
な

医
療
過
疎
地
域
で
体
を
張
っ
て

医
者
し
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
は

自
分
の
患
者
だ
、
自
分
の
患
者

で
な
い
、
な
ん
て
有
無
を
言
わ

さ
ず
、
変
死
で
あ
ろ
う
が
何
で

あ
ろ
う
が
、
引
っ
張
り
出
さ
れ

て
い
る
ん
だ
よ
」

Ｍ
先
生
は
、「
地
域
」
の
中

の
医
療
機
関
と
し
て
の
立
場
を

見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
、
と
諭

そ
う
と
す
る
の
だ
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
お
サ
ル
先
生

は
口
に
は
出
さ
な
い
が
、
釈
然

と
し
な
い
も
の
を
感
じ
は
じ
め

て
い
た
。

（
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
在
宅
総
合

だ
の
二
十
四
時
間
連
携
だ
の
、

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
強
化
す

る
よ
う
な
最
近
の
動
き
は
ど
う

考
え
る
の
だ
？
在
宅
の
診
療
報

酬
の
設
定
の
よ
う
に
、
か
か
り

つ
け
患
者
と
そ
う
で
な
い
患
者

に
は
当
然
、
対
応
を
変
え
て
然

る
べ
き
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
）

◇

さ
て
、
あ
ま
り
開
業
医
が
触

れ
て
ほ
し
く
な
い
よ
う
な
微
妙

な
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
今
ま
で
の
「
お
サ

ル
先
生
シ
リ
ー
ズ
」
の
登
場
人

物
た
ち
に
こ
う
い
っ
た
問
題
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

（９）2000年９月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第341号石 川 保 険 医 新 聞

医師とコ・メディカルのための講演会　保健婦さん、施設職員の方々、どなたでも参加できます。 

主催 石川県保険医協会 
電話 076（222）5373　FAX 076（231）5156 
E-mail；iskw_sugino@doc-net.or.jp

保険医協会までＦＡＸ・電話・E-mailで 
※定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

テーマ 褥瘡の局所管理 
講　師 金沢大学医学部 保健学科教授 真田弘美先生 
と　き 

ところ 

参加費 

申込み 2000年10月12日（木）午後7時～9時 

金沢都ホテル 7階（ＪＲ金沢駅前 ０７６－２６１－２１１１） 

お一人５００円（当日会場にてお支払いください） 

『石川保険医新聞』褥瘡シリーズも合わせてお読みください（5面） ●第3回のご案内 
　第3回：12月21日（木）午後7時～9時／金沢都ホテル：褥瘡発生後の看護ケア 

●ブックマークに登録を 
　お役に立ちます 
　真田先生の褥瘡管理のホームページ http://square.umin.ac.jp/～sanada/

② 

いつもおサル先生の事件簿（!?）は興味

深く読ませていただいています。つまらぬ

内容ですが、思い浮かんだ、在宅医療での

経験を箇条書きにします。

１．閉塞性黄疸の80歳代の女性

末期になってどうしても入院が嫌だとい

って、家族と相談した結果、ずっと家で最

後まで診ました。できるだけ点滴や注射な

ど痛いことはせず、最後は大勢の家族に見

守られながら安らかに逝かれました。私は、

往診に行って最後までなにもせずに、ただ

ずっと数時間、家族とともに患者さんをな

がめていました。最後は一人ひとり末期の

水を口元に入れてあげました。こんな何も

しない在宅医療もあるのです。何もしない

ということは何かすることよりずっと医師

にはつらいことでしたが、家族は満足して

いたようでした。

２．もちがのどに詰まって様子がおかし

い、と往診依頼されました。吸引、アンビ

ュの用意などしてかけつけると、家の中は

なんだか静かで様子がおかしい。部屋に入

ると、なんと、そのお祖父さんは布団の上

で安らかに永遠の眠りについておられ、顔

の上には白い頭巾がかぶされていました。

私はあっけにとられて型どうりの診察をし

て、すごすごと機械とともに足取りも重く

帰ったのでした。

３．やはり様子がおかしいので診に来て

欲しい、とのコールで往診したところ、医

者の私（これは私の父の経験です）が家に

入ると、なんだか様子がおかしい。お経の

声が聞こえてくる。なんと、医者よりも坊

さんの方が早く来ており、さっさと念仏を

唱えていたのでした。

などなど、田舎では通常考えられないよ

うなことがままあります。医者も心してか

からねばなめられてしまいます。いずれに

しても、ここでは、診ることよりも一人の

人間として同じ目線で接するということの

方がまず重要と思われました。

【安田紀久雄／鹿西町・内科】

安田先生からの在宅ストーリー

15

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

今
回
の
お
サ
ル
先
生
は
ち
ょ

っ
と
趣
向
を
変
え
て
み
た
。

以
前
、
鹿
西
町
で
開
業
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
安
田
紀
久
雄
先

生
に
、「
何
か
、
お
サ
ル
先
生

の
ネ
タ
に
な
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
な
い
で
す
か
？
」
と
お

尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
三
つ
の
シ

ョ
ー
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
送

り
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
ま
ま
医
療
過
密
地
域
で
お
気

楽
に
や
っ
て
い
る
お
サ
ル
先
生

の
話
に
ま
と
め
る
に
は
チ
ト
刺

激
が
強
す
ぎ
る
。
結
局
、
原
文

を
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
と
は
別
建
て
で
構

成
し
て
み
た
。

◇

お
サ
ル
先
生
も
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
よ
う
や
く
携
帯
電
話
を
持

つ
こ
と
に
し
た
。
時
間
外
に
お

サ
ル
医
院
に
か
け
る
と
、
お
サ

ル
先
生
の
携
帯
電
話
に
自
動
的

に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
便
利
は
便
利
な
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
ハ
イ
テ
ク
機
器
を

ご
存
じ
な
い
お
年
寄
り
に
は
、



2000年９月15日（毎月15日発行）（10）第341号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

保険医年金 
募集期間　9月1日～10月25日 
前年度配当率　2.639%

好評の一時払制度が 

1口 50万円 に!
さらに身近に、ご利用しやすく 

なりました!

年に1度の 
加入のチャンス!

対象 

掛金 

加入 
手続 

2001年1月1日現在で満74歳までの 
保険医協会会員と、家族従事者です。 

お電話かFAXでお申し込みください。 
担当員が書類をお持ちいたします。 

月　払 1口 1万円　30口まで 
一時払 1口 50万円　40口まで 
一時払は毎年40口までお積み立てが可能です。 

【受託会社】　三井生命保険相互会社　安田生命保険相互会社 
 富国生命保険相互会社 

頼れる協会の共済制度　好評募集中!
お申し込み・お問い合わせは 
協会事務局まで 

 1 076（222）5373 
FAX 076（231）5156

介
護
認
定
の
改
善
に
関
す
る

特
別
報
告
（『
石
川
保
険
医
新

聞
』
臨
時
増
刊
号
）
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
中
村
進
さ
ん
の

勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
し
ま
し

た
。
私
も
報
道
に
よ
り
こ
の
認

定
に
疑
問
を
持
ち
、
北
国
新
聞

「
地
鳴
り
」
へ
、
中
村
さ
ん
の

こ
と
に
つ
い
て
概
略
次
の
よ
う

な
投
稿
を
し
ま
し
た
が
、
採
用

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

金
沢
市
内
の
全
盲
の
方
が
介

護
認
定
で
「
自
立
」
の
認
定
を

受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
審
査
請

求
し
た
結
果
は
、
請
求
棄
却
の

採
決
が
な
さ
れ
た
。
私
た
ち
は

全
盲
の
方
が
健
常
者
と
同
一
行

動
を
取
る
こ
と
は
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
。
国
分
寺
市
で
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

独
自
で
正
確
な
判
定
が
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
と
放
映
さ

れ
た
。
介
護
保
険
制
度
は
障
害

者
へ
の
い
た
わ
り
の
福
祉
の
精

神
で
発
足
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
行
政
も
通
り
一
遍
の

審
査
で
な
く
、
国
分
寺
市
の
よ

う
な
心
の
こ
も
っ
た
介
護
認
定

を
ぜ
ひ
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

私
た
ち
は
、
保
険
医
協
会
の

ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険

制
度
が
充
実
す
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
会
長
　
後
藤
田
　
博
之（
熱
海
市
在
住
） 

原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

会
員
、読
者
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。 

◎
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で（
〇
七
六
‐
二
二
二
‐
五
三
七
三
） 

私
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は

何
年
前
か
す
っ
か
り
忘
れ
ま
し

た
が
、
た
し
か
ゴ
ル
フ
場
で
オ

ー
プ
ン
し
て
い
た
の
は
片
山
津

の
十
八
ホ
ー
ル
だ
け
で
し
た
。

当
時
、
医
師
で
ゴ
ル
フ
を
や
っ

て
い
た
の
は
石
川
県
で
は
金
沢

駅
の
近
く
で
開
業
さ
れ
て
い
た

天
野
先
生
だ
け
で
、
し
か
も
先

生
は
東
京
で
学
生
時
代
に
ゴ
ル

フ
を
始
め
た
そ
う
で
、
確
か
片

山
津
ゴ
ル
フ
場
の
初
代
キ
ャ
プ

テ
ン
を
さ
れ
て
い
た
筈
で
す
。

そ
の
よ
う
に
ゴ
ル
フ
は
ま
だ

珍
し
く
、
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
も

少
な
い
時
代
に
私
は
ゴ
ル
フ
を

始
め
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

以
来
、
ゴ
ル
フ
は
急
激
に
盛
ん

と
な
り
、
片
山
津
ゴ
ル
フ
場
も

三
十
六
ホ
ー
ル
に
。
さ
ら
に
山

中
、
山
代
に
と
広
が
り
、
各
地

に
ゴ
ル
フ
場
が
新
設
さ
れ
、
ゴ

ル
フ
人
口
も
急
激
に
増
加
し
ま

し
た
。

同
時
に
、
医
師
の
間
に
も
ス

ト
レ
ス
解
消
、
健
康
の
た
め
に

と
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
仲
間
も
増

え
、
つ
い
に
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｃ
（
石
川

メ
デ
ィ
カ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
私
が

初
代
の
会
長
に
就
任
し
、以
降
、

会
員
の
増
加
に
伴
い
、
石
川
県

の
ゴ
ル
フ
場
だ
け
で
は
も
の
足

り
な
い
と
の
声
が
出
て
、
大
阪

と
か
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た
川

奈
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
ま
で
遠
征

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
米
沢
先

生
、
横
井
先
生
、
政
岡
先
生
に

と
会
長
は
交
代
し
、
い
ま
で
も

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
各
地
に
ゴ

ル
フ
場
が
新
設
さ
れ
、
石
川
県

で
も
十
カ
所
以
上
の
ゴ
ル
フ
場

が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
各
ゴ
ル

フ
場
も
会
員
の
募
集
に
頭
を
痛

め
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
各
地
の

開
業
医
が
ま
ず
会
員
の
入
会
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
開
業
医
の

最
初
の
言
葉
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｃ
の

会
長
は
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い

る
か
と
の
質
問
で
、
会
長
が
メ

ン
バ
ー
な
ら
入
会
す
る
と
の
こ

と
で
、「
新
ク
ラ
ブ
は
会
長
の

後
藤
田
先
生
に
も
会
員
と
な
っ

て
頂
き
、
か
つ
ク
ラ
ブ
の
理
事

に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
新
し

い
先
生
方
を
勧
誘
し
に
く
い
た

め
、
ぜ
ひ
、
先
生
に
も
会
員
に

な
っ
て
頂
き
た
い
」
と
く
ど
か

れ
、
最
後
に
は
十
二
カ
所
以
上

の
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
半
数
位
の

ク
ラ
ブ
の
理
事
を
引
き
受
け
た

次
第
で
す
。
ま
た
、
私
も
ゴ
ル

フ
に
熱
が
入
り
、
日
曜
、
祭
日

だ
け
で
は
も
の
足
り
ず
、
木
曜

午
後
は
休
診
と
し
て
ゴ
ル
フ
を

や
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
木
曜

午
後
を
休
診
と
し
て
い
る
先
生

は
多
い
よ
う
で
す
が
、
当
時
で

は
ゴ
ル
フ
を
す
る
た
め
に
木
曜

日
の
午
後
を
休
診
に
し
た
の
は

私
が
始
め
て
で
し
た
。

二
〜
三
年
前
に
ゴ
ル
フ
も
出

来
な
く
な
り
、
熱
海
に
常
住
す

る
よ
う
に
な
り
、
十
二
カ
所
位

持
っ
て
い
た
ゴ
ル
フ
場
の
会
員

権
は
、
す
べ
て
処
分
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
熱
海
に
来
て
も
ゴ

ル
フ
へ
の
未
練
は
あ
り
、
時
々

屋
上
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
ク
ラ

ブ
を
振
り
ま
す
。
富
士
山
の
裾

野
に
あ
る
富
士
霊
園
の
息
子
の

墓
に
年
に
二
〜
三
回
詣
る
時
、

バ
ス
か
ら
見
え
る
富
士
裾
野
の

雄
大
な
ゴ
ル
フ
場
の
横
を
二
〜

三
カ
所
通
り
ま
す
が
、
う
ら
め

し
く
眺
め
る
だ
け
で
、
ゴ
ル
フ

が
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

ま
た
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

近
く
に
は
、
七
十
歳
前
半
ま
で

は
、
よ
く
プ
レ
イ
し
た
九
ホ
ー

ル
の
熱
海
ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
ま

す
が
、
ア
ッ
プ
、
ダ
ウ
ン
が
き

つ
く
、
特
に
テ
ィ
ー
・
グ
ラ
ン

ド
か
ら
グ
リ
ー
ン
並
び
に
そ
の

周
辺
の
バ
ン
カ
ー
ま
で
は
芝
の

な
い
ブ
ッ
シ
ュ
の
崖
の
打
ち
お

ろ
し
の
シ
ョ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
落

ち
た
球
は
拾
い
に
行
け
ず
、
プ

レ
イ
ン
グ
三
〜
四
打
と
し
て
プ

レ
イ
す
る
よ
う
な
ゴ
ル
フ
場

で
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
老
人

で
、
か
つ
足
の
弱
っ
た
者
で
は

出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ

マ
ン
シ
ョ
ン
に
元
開
業
医
で
、

九
十
七
歳
の
方
が
い
ま
す
。
こ

の
人
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
回
エ

イ
ジ
ィ
・
シ
ュ
ー
ト
を
し
、
最

後
に
は
九
十
五
歳
で
成
功
し
、

こ
の
た
め
に
ゴ
ル
フ
雑
誌
の
編

集
者
と
親
し
く
、
誕
生
日
に
は

一
緒
に
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。

い
ま
で
も
毎
朝
屋
上
の
ゴ
ル
フ

練
習
場
で
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
る
時
、「
後
藤
田

君
、
私
は
百
歳
ま
で
自
信
が
あ

る
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
私

は
百
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

先
生
は
、
百
歳
ま
で
ゴ
ル
フ
を

プ
レ
イ
出
来
る
自
信
が
あ
る
と

の
意
味
で
し
た
。
現
に
、
い
ま

で
は
熱
海
ゴ
ル
フ
場
で
は
プ
レ

イ
出
来
ま
せ
ん
が
、
三
島
に
は

カ
ー
ト
の
あ
る
ゴ
ル
フ
場
が
あ

り
、
月
に
一
回
は
行
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
も
二
〜
三
回
お

供
し
ま
し
た
が
、
先
生
に
あ
や

か
り
た
い
も
の
で
す
。
気
持
ち

だ
け
で
も
負
け
な
い
よ
う
努
力

す
る
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ん
も

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

介護認定方法の改善を 
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す
。
そ
の
結
果
、
身
体
発
育
全

体
が
低
下
し
、
低
体
重
児
の
頻

度
は
約
二
倍
に
も
な
り
ま
す
。

知
能
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。先
天
異
常
の
頻
度
が
増
え
、

流
産
の
頻
度
も
一
・
五
倍
に
、

周
産
期
死
亡
も
一
・
二
〜
一
・

四
倍
に
な
り
、胎
盤
早
期
剥
離
、

前
置
胎
盤
、
出
血
な
ど
の
妊
娠

合
併
症
の
危
険
も
高
く
な
り
ま

す
。厚

生
省
で
は
一
九
八
六
年
か

ら
喫
煙
率
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
全
体
と
し
て
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、し
か
し
、

女
性
の
喫
煙
率
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
母
親
に
な
る

可
能
性
が
高
い
二
十
歳
台
の
女

性
の
増
加
が
著
し
く
、
十
年
前

の
二
倍
の
二
〇
数
％
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
喫
煙
す
る
母
親
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
お
母
さ

ん
に
可
愛
が
ら
れ
る
た
め
に
は

受
動
喫
煙
を
続
け
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
無
知
で
な
に
も
抗
議
で

き
な
い
弱
い
も
の
が
病
気
に
な

る
の
が
世
の
常
で
す
。

小
児
科
医
を
は
じ
め
、
医
師

は
病
者
（
弱
者
）
の
拠
り
所
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
代

わ
り
『
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ

さ
ん
。
子
ど
も
を
病
気
に
し
た

く
な
い
な
ら
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
で
！
』
と
言
い
続
け
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
付
録
】

①
タ
バ
コ
税
の
増
税
に
よ
る

タ
バ
コ
価
格
の
上
昇
は
人
口
全

体
の
タ
バ
コ
消
費
を
抑
制
し
、

特
に
未
成
年
者
へ
の
抑
制
効
果

が
大
き
い
と
の
報
告
が
あ
る
。

②
現
在
の
わ
が
国
の
タ
バ
コ

税
は
約
二
兆
円
余
り
。
タ
バ
コ

に
よ
る
健
康
被
害
に
よ
る
医
療

費
は
一
兆
千
五
百
億
円
、
そ
の

他
、
健
康
被
害
で
働
け
な
い
損

失
、
タ
バ
コ
火
災
に
よ
る
損
失

な
ど
な
ど
を
加
え
る
と
・
・
・
、

こ
こ
か
ら
は
政
治
家
の
仕
事
な

の
だ
が
・
・
・
!?
。
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① 
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク

を
利
用
し
て
、
金
沢
市
医
師

会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
参

加
し
た
。
本
当
は
フ
ラ
ン
ス

と
ス
イ
ス
の
旅
に
申
し
込
み

を
し
た
が
、
参
加
者
が
少
な

く
て
ス
ペ
イ
ン
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。私
に
し
て
み
れ
ば
、

モ
ン
ブ
ラ
ン
や
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
の
山
並
み
、
そ
し
て
レ

マ
ン
湖
な
ど
も
見
た
か
っ
た

が
、
ま
た
の
機
会
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
第
一
日
目

四
月
二
十
九
日
、
金
沢
駅

午
前
六
時
集
合
。
雷
鳥
四
号

で
新
大
阪
へ
、
新
大
阪
か
ら

は
る
か
十
三
号
で
関
西
空
港

へ
向
か
う
。
関
西
空
港
午
前

十
一
時
四
十
五
分
発
の
Ａ
Ｆ

二
九
一
便
で
パ
リ
・
ド
・
ゴ

ー
ル
空
港
へ
。
パ
リ
午
後
七

時
二
十
分
発
Ａ
Ｆ
二
一
〇
〇

便
で
マ
ド
リ
ー
ド
へ
。
機
内

で
は
赤
ワ
イ
ン
が
あ
っ
た

が
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
二
〇
〇
〇

と
い
う
エ
ア
フ
ラ
ン
ス
で
特

注
し
た
も
の
ら
し
い
。
ラ
イ

ト
タ
イ
プ
の
ワ
イ
ン
で
、
お

い
し
い
と
は
言
い
難
い
。

マ
ド
リ
ー
ド
空
港
か
ら
専

用
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
到
着
。

ホ
テ
ル
は
ビ
ジ
ャ
・
マ
グ
ナ

（H
o
tel

V
illa

M
a
g
n
a

）。

驚
い
た
こ
と
は
ス
ペ
イ
ン
の

夕
暮
れ
は
遅
く
、
十
時
過
ぎ

に
や
っ
と
暗
く
な
る
こ
と
だ

っ
た
。

【
マ
ド
リ
ー
ド
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

イ
ベ
リ
ア
半
島
の
中
心
に

位
置
す
る
首
都
。
一
五
六
一

年
に
フ
ェ
リ
ベ
二
世
が
ト
レ

ド
か
ら
こ
の
町
に
都
を
移
し

て
以
来
、
着
実
に
発
展
し
、

今
や
名
実
共
に
ス
ペ
イ
ン
の

第
一
の
都
市
と
し
て
経
済
、

文
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

ア
ト
ラ
ス
旅
行
の
木
村
さ

ん
か
ら
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

説
明
を
受
け
る
。
ま
ず
、
部

屋
に
入
っ
た
ら
ド
ア
の
カ
ギ

が
掛
か
る
か
、
風
呂
の
お
湯

が
出
る
か
、電
気
が
つ
く
か
、

ス
イ
ッ
チ
は
大
丈
夫
か
を
確

認
す
る
よ
う
に
注
意
が
あ
っ

た
。
あ
ち
こ
ち
の
ス
イ
ッ
チ

を
触
っ
て
確
認
。
し
ば
ら
く

し
て
ド
ア
の
ノ
ッ
ク
す
る

音
。
黙
っ
て
開
け
た
ら
危
険

な
の
で
、y

e
s

と
言
う
と
、

ス
ペ
イ
ン
語
で
早
口
に
何
か

を
言
っ
て
い
る
。
ド
ア
を
細

め
に
開
け
る
と
ホ
テ
ル
の
従

業
員
だ
っ
た
。
ど
う
も

e
m
e
rg
e
n
c
y

の
ス
イ
ッ
チ

に
触
っ
た
の
で
、
慌
て
て
駆

け
つ
け
た
ら
し
い
。

イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
フ
ェ

ニ
キ
ア
人
、
ケ
ル
ト
人
な
ど

の
浸
入
を
経
て
紀
元
前
三
世

紀
ご
ろ
か
ら
広
大
な
ロ
ー
マ

帝
国
に
占
領
さ
れ
た
。
そ
の

う
ち
ロ
ー
マ
か
ら
来
た
人
た

ち
の
間
で
話
さ
れ
て
い
た
ラ

テ
ン
語
が
、
そ
れ
ま
で
話
さ

れ
て
い
た
土
着
語
を
圧
倒
し

て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、
ラ
テ
ン
語
は
各
地
域
で

独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
イ
ベ

リ
ア
半
島
で
は
大
き
く
分
け

て
、
中
央
部
の
カ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ャ
語
、
地
中
海
側
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
語
、
そ
れ
に
大
西

洋
側
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
別

れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ャ
語
は
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
カ
ス
テ
ィ

ー
ジ
ャ
王
国
の
勢
力
拡
張
と

共
に
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
そ

の
影
響
範
囲
を
広
げ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
一
四
九
二
年

最
後
ま
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
強

い
支
配
圏
で
あ
っ
た
グ
ラ
ナ

ダ
が
没
落
し
て
、
国
土
回
復

運
動
が
完
了
す
る
。
二
十
世

紀
に
な
り
、
一
九
三
九
年
に

ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
が
フ
ラ

ン
コ
将
軍
が
率
い
る
国
民
派

の
勝
利
で
集
結
す
る
と
、
フ

ラ
ン
コ
独
裁
政
治
の
も
と
、

カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ
語
以
外
の

言
葉
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
一
九
七
五
年
の
フ
ラ
ン

コ
総
統
の
死
後
、
民
主
主
義

体
制
が
確
立
、
新
し
い
憲
法

の
制
定
と
共
に
公
用
語
と
し

て
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
、
バ

ス
ク
語
、
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ

語
が
認
め
ら
れ
た
。し
か
し
、

現
在
の
標
準
語
は
カ
ス
テ
ィ

ー
ジ
ャ
語
と
さ
れ
て
い
る
。

マ
ド
リ
ー
ド
の
人
た
ち

は
、
自
負
心
、
自
尊
心
が
強

く
、
自
分
が
一
番
だ
と
思
っ

て
お
り
、
ほ
か
の
だ
れ
よ
り

も
権
利
を
持
つ
に
値
す
る
と

想
っ
て
い
る
。
よ
そ
か
ら
来

た
人
を
厚
く
も
て
な
す
。
金

を
使
う
の
が
大
好
き
と
言
わ

れ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

A
ち
ゃ
ん
は
三
歳
で
す
。
今

日
も
朝
か
ら
ゼ
イ
ゼ
イ
。
診
察

室
に
入
る
辺
り
か
ら
『
ま
た
、

喘
息
発
作
が
起
こ
っ
た
な
！
』

と
分
か
る
荒
い
息
使
い
を
し
て

い
ま
す
。
診
察
室
の
椅
子
に
お

母
さ
ん
に
抱
か
れ
て
座
る
と
、

ぷ
〜
ん
と
ニ
コ
チ
ン
の
臭
い
が

し
ま
す
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ

ん
も
大
の
愛
煙
家
な
の
で
す
。

以
前
か
ら
ご
両
親
に
は
『
子
ど

も
の
前
や
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
は
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
で
！
』
と
、

口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、な
か
な
か
・
・
・
。

子
ど
も
の
気
管
支
喘
息
が
悪

化
し
た
時
に
両
親
が
禁
煙
す
る

と
九
〇
％
の
子
ど
も
の
症
状
が

軽
快
す
る
の
に
対
し
て
、
両
親

が
禁
煙
し
な
い
と
軽
快
す
る
の

は
わ
ず
か
三
〇
％
だ
っ
た
と
米

国
の
調
査
は
示
し
て
い
ま
す
。

喫
煙
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
①
自
分
が
好
き
で
吸

う
場
合
、
②
自
分
は
吸
い
た
く

な
い
が
、
他
の
人
の
煙
を
否
応

無
し
に
吸
わ
さ
れ
る
場
合
（
受

動
喫
煙
）、
③
妊
娠
中
の
女
性

が
喫
煙
す
る
か
、
受
動
喫
煙
を

余
儀
無
く
さ
れ
て
、
胎
児
が
間

接
的
に
影
響
を
受
け
る
場
合

（
第
三
の
喫
煙
）
で
す
。
①
に

関
し
て
は
、
本
人
の
自
己
責
任

に
委
ね
る
と
し
て
、
②
お
よ
び

③
が
本
人
の
意
志
に
関
係
な
く

無
理
矢
理
吸
わ
せ
ら
れ
る
大
変

迷
惑
な
、
き
つ
い
言
い
方
を
す

れ
ば
傷
害
罪
が
成
立
し
て
も
い

い
状
況
で
す
。

子
ど
も
は
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
特
に
、

あ
る
年
令
ま
で
は
お
母
さ
ん
と

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
大
好
き
な
お
母

さ
ん
か
ら
、
無
理
矢
理
に
喫
煙

さ
せ
ら
れ
健
康
被
害
を
受
け
続

け
て
い
る
と
し
た
ら
・
・
・
。

人
生
最
初
の
受
動
喫
煙
の
被
害

者
は
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

生
後
三
週
間
か
ら
一
歳
ま
で

の
乳
幼
児
の
五
三
〜
七
七
％
か

ら
ニ
コ
チ
ン
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
厚
生
省
の
調
査
で
は
両

親
が
タ
バ
コ
を
吸
う
家
庭
の
赤

ち
ゃ
ん
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児

突
然
死
症
候
群
）
の
発
病
危
険

性
が
、
両
親
と
も
吸
わ
な
い
場

合
に
比
べ
て
四
・
七
倍
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
家
庭
内
で
喫
煙
し
て
い

る
人
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
子
ど
も
の
身
長
が
低
い
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
が

タ
バ
コ
を
吸
う
と
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
血
管
を
収
縮

さ
せ
子
宮
そ
し
て
胎
盤
へ
の
血

流
量
を
減
少
さ
せ
、
胎
児
へ
行

く
栄
養
や
酸
素
が
不
足
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
煙
の
中
の
一
酸

化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
有
害

物
質
に
よ
る
中
毒
も
加
わ
り
ま

す
。胎

児
へ
の
影
響
は
深
刻
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

原
稿
を
募
集
し
ま
す

保
険
医
協
会
で
は
、
子
ど
も
の
心
の
問
題
に
関
す
る

活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
会
員

の
子
ど
も
問
題
へ
の
ご
意
見
を
リ
レ
ー
式
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
地
域
や
関
わ
る
団

体
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
日

ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
、
八
百
字
か
ら
千
二
百
字

程
度
に
ま
と
め
て
、
編
集
部

へ
お
送
り
下
さ
い
。



能
登
の
山
は
低
い
。
そ
の
丘
の
よ
う
な
山
の
頂
上
近
く
ま

で
、
さ
つ
ま
芋
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
細
い
道
が
山
の
傾
斜

に
そ
っ
て
斜
め
に
し
ば
ら
く
降
り
、
鋭
角
に
折
り
返
す
〝
つ

づ
ら
折
り
〞
は
、
土
が
踏
ま
れ
て
で
き
た
足
跡
だ
け
の
よ
う

な
も
の
で
、
山
の
ふ
も
と
ま
で
続
い
て
い
た
。

芋
の
入
っ
た
藁
篭
を
背
中
に
し
ば
っ
た
荷
縄
は
、
〝
せ
な

こ
〞
と
い
う
藁
で
編
ん
だ
肩
あ
て
を
は
ず
れ
、
九
歳
の
ひ
ろ

し
の
肩
に
く
い
こ
ん
だ
。
道
の
山
際
に
は
長
い
茅
が
茂
っ
て

お
り
、
足
が
滑
り
そ
う
に
な
っ
て
そ
の
葉
を
つ
か
む
と
剃
刀

の
よ
う
に
手
が
切
れ
た
。
芋
の
重
み
で
三
十
歩
も
歩
く
と
足

が
疲
れ
、
胸
が
締
め
ら
れ
、
腰
が
し
び
れ
て
く
る
。
道
の

所
々
に
土
手
が
く
ぼ
ん
で
で
き
た
荷
置
き
場
が
あ
る
も
の

の
、
そ
こ
ま
で
我
慢
で
き
ず
に
道
傍
で
休
む
と
起
き
上
が
る

の
に
苦
労
す
る
。

一
月
前
に
ひ
ろ
し
が
単
身
で
疎
開
し
た
家
は
母
方
の
叔
父

の
家
で
あ
っ
た
。
叔
父
を
は
じ
め
村
の
青
壮
年
は
み
な
戦
争

に
出
征
し
て
い
て
、
女
と
子
ど
も
が
野
良
仕
事
を
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

道
は
ふ
も
と
に
く
る
と
階
段
の
よ
う
な
田
ん
ぼ
の
間
を
、

さ
ら
に
真
っ
す
ぐ
に
降
り
て
い
っ
た
。
視
野
は
開
け
、
右
方

の
遠
く
に
は
日
本
海
が
夕
日
に
白
く
光
り
、
正
面
に
は
小
さ

な
豆
粒
の
よ
う
な
家
々
が
長
い
影
を
連
ね
て
ひ
れ
伏
し
て
い

た
。一

昨
日
の
宵
方
、
突
然
、
父
が
会
い
に
来
て
く
れ
た
。
大

阪
の
堺
の
飛
行
機
工
場
で
の
仕
事
の
合
間
に
片
道
十
四
時
間

も
貨
車
に
乗
っ
て
来
て
く
れ
た
と
言
う
。
戦
時
中
の
た
め
休

日
は
な
く
、
隠
れ
て
会
い
に
き
て
く
れ
た
の
に
違
い
な
い
。

板
の
間
に
藁
布
団
で
寝
て
い
る
と
玄
関
の
大
木
戸
を
ゴ
ト
ゴ

ト
と
誰
か
が
動
か
す
音
が
し
た
。
板
戸
を
開
け
る
と
土
間
に

父
が
立
っ
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
に
抱
か
れ
て
聞
い
た
父
の
寝

息
に
、
ひ
ろ
し
の
心
の
疲
れ
は
融
け
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
翌
朝
ひ
ろ
し
が
目
覚
め
た
と
き
に
は
も
う
父
は

い
な
か
っ
た
。

つ
ま
先
だ
け
の
草
履
の
よ
う
な
、
藁
で
あ
ん
だ

〝
あ
し
な
か
〞
が
、
水
に
ぬ
れ
て
す
り
き
れ
た
。
足
の
裏

の
小
石
が
痛
い
。

（
い
ち
、
に
い
、
さ
ん
、
し
い
）

も
う
す
ぐ
荷
台
だ
。

（
さ
ん
じ
ゅ
う
い
ち
、
さ
ん
じ
ゅ
う
に
）

橋
を
わ
た
る
と
、
道
も
堅
く
歩
き
や
す
か
っ
た
。

（
母
も
姉
も
大
阪
で
ど
う
し
て
い
る
や
ろ
か
）

ひ
ろ
し
は
こ
の
こ
ろ
は
毎
晩
、
床
に
入
る
と
楽
し
か
っ
た

大
阪
で
の
日
々
の
こ
と
を
反
芻
し
て
い
た
。
母
や
姉
の
ち
ょ

っ
と
し
た
言
葉
や
思
い
や
り
を
繰
り
返
し
思
い
返
し
た
。

そ
ん
な
と
き
は
、
次
ぎ
の
朝
、
目
覚
め
る
と
必
ず
枕
が
濡

れ
て
い
た
。
学
校
で
は
疎
開
者
と
言
わ
れ
、
家
で
は
リ
ュ
ウ

マ
チ
で
手
足
が
不
自
由
の
叔
母
の
代
わ
り
に
家
事
を
手
伝
っ

た
。
隣
家
の
裏
手
の
井
戸
か
ら
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距

離
を
、
一
日
に
幾
度
も
天
秤
の
桶
で
水
汲
み
を
し
た
。
い
ろ

り
で
焚
く
ま
き
わ
り
を
し
た
。
稲
刈
り
、
芋
掘
り
な
ど
早
朝

か
ら
日
暮
れ
ま
で
野
良
仕
事
が
あ
っ
た
。

（
こ
れ
は
悪
夢
だ
。
い
つ
か
目
覚
め
る
と
、
あ
の
楽
し
か

っ
た
大
阪
の
日
々
に
、
き
っ
と
返
っ
て
い
る
ん
だ
）

芋
の
入
っ
た
藁
篭
を
、
や
っ
と
の
こ
と
で
納
屋
の
中
に
お

ろ
し
た
。
痺
れ
る
よ
う
な
疲
れ
が
全
身
に
滲
み
て
い
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ひ
ろ
し
は
空
腹
と
仕
事
の
あ
と
の
誇
ら
し

げ
な
気
持
ち
で
母
屋
の
土
間
へ
は
い
っ
た
。
踏
み
台
を
上
が

り
〝
い
ろ
り
〞
の
あ
る
居
間
の
障
子
を
開
け
る
と
、
プ
ー
ン

と
焼
い
た
芋
の
匂
い
が
し
た
。
焼
き
芋
の
黄
色
い
柔
ら
か
な

イ
メ
ー
ジ
が
周
囲
一
杯
に
浮
か
ん
だ
。

し
か
し
実
際
に
は
、
焼
き
芋
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
く
、
叔

母
と
三
人
の
幼
子
が
黙
っ
て
座
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
ひ

ろ
し
は
、
再
び
納
屋
に
か
え
る
と
、
今
、
担
い
で
き
た
篭
か

ら
芋
を
一
つ
と
り
だ
し
た
。
そ
し
て
側
に
あ
っ
た
藁
で
土
を

落
と
し
、
シ
ャ
ツ
の
す
そ
で
皮
が
す
り
き
れ
る
ほ
ど
拭
く
と
、

そ
れ
に
か
じ
り
つ
い
た
。
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紺谷　信夫（松任市・内科） 
④ 

二条城へ 

二条城唐門（からもん）前にて。彫刻や飾金物で埋め尽くさ
れた豪華な装飾は桃山時代の雰囲気を今に伝える

歴
史
的
に
見
て
、
二
条
城

は
三
度
、
築
城
さ
れ
た
。
信

長
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六

八
）、
足
利
義
昭
を
奉
じ
て

上
洛
を
果
た
し
、
翌
年
に
は

将
軍
義
昭
の
居
城
と
し
て
京

都
御
所
の
西
に
二
条
城
を
築

く
。天

正
元
年
（
一
五
七
三
）、

信
長
は
義
昭
を
京
よ
り
放
逐

し
、
二
条
城
を
破
却
し
て
新

二
条
城
の
築
城
を
開
始
す

る
。
こ
の
工
事
は
佐
和
山
、

安
土
の
築
城
と
並
行
し
て
な

さ
れ
た
。
天
正
六
年
（
一
五

七
八
）、
完
成
し
た
こ
の
城

は
、
二
条
御
新
造
と
呼
ば
れ

た
が
、
天
正
十
年
（
一
五
八

二
）、
本
能
寺
の
変
で
明
智

軍
に
放
火
さ
れ
、
灰
燼
に
帰

し
た
。

京
都
堀
川
通
り
に
面
し
て

現
存
す
る
二
条
城
は
、
関
ヶ

原
の
合
戦
の
翌
年
、
慶
長
六

年
（
一
六
〇
一
）
よ
り
、
家

康
の
命
に
よ
り
西
国
諸
大
名

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
。
現

在
の
二
条
城
の
東
大
手
門
よ

り
入
城
し
、
豪
華
な
唐
門
を

通
り
、
車
寄
よ
り
二
の
丸
御

殿
へ
と
上
が
る
。
う
ぐ
い
す

張
り
の
廊
下
を
通
っ
て
遠

侍
、
式
台
、
大
広
間
、
黒
書

院
と
続
き
、
将
軍
が
起
居
し

た
白
書
院
へ
と
至
る
。
畳
数

は
八
百
畳
を
超
え
る
桃
山
時

代
を
代
表
す
る
書
院
造
り
で

あ
る
。
建
物
内
部
に
は
、
狩

野
一
門
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

見
事
な
障
壁
画
が
残
る
。
ま

た
、
小
堀
遠
州
の
作
に
よ
る

二
の
丸
庭
園
は
、
豪
壮
な
城

郭
建
築
と
よ
く
調
和
し
て
い

る
。
本
丸
に
は
伏
見
城
よ
り

移
築
さ
れ
た
五
層
の
天
守
閣

が
存
在
し
た
が
、
落
雷
に
よ

り
消
失
し
天
守
台
の
み
が
残

る
。慶

長
十
六
年
（
一
六
一

一
）、
二
条
城
中
に
お
い
て

家
康
は
豊
臣
秀
頼
と
会
見
す

る
。
秀
頼
は
大
阪
城
を
出
て

淀
川
を
船
で
遡
っ
た
。
警
固

に
は
加
藤
清
正
と
浅
野
幸
長

が
付
き
従
い
、
福
島
正
則
は

大
阪
に
残
っ
て
、
秀
頼
に
変

事
が
起
き
れ
ば
、
淀
殿
を
刺

し
殺
し
、
大
阪
城
に
火
を
放

つ
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
出
迎

え
に
出
た
池
田
輝
政
は
秀
頼

の
成
長
を
見
て
涙
を
流
し
て

喜
び
、
京
の
町
衆
は
大
歓
声

で
見
物
に
群
を
な
し
た
。
豊

臣
の
威
光
い
ま
だ
衰
え
ず
と

誰
も
が
思
っ
た
。
こ
の
時
、

家
康
は
六
十
八
歳
。
秀
頼
は

十
七
歳
で
あ
っ
た
。
秀
頼
は

母
方
の
祖
父
、
浅
井
長
政
の

血
を
引
い
て
背
丈
は
六
尺
五

寸
（
百
九
十
七
セ
ン
チ
）
を

超
え
る
堂
々
た
る
偉
丈
夫
で

あ
る
。
ま
た
、
生
来
の
威
厳

を
備
え
、
家
康
に
対
す
る
応

答
も
適
確
で
あ
っ
た
。清
正
、

幸
長
は
、
眼
光
鋭
く
片
時
も

秀
頼
の
側
か
ら
離
れ
ず
に
い

た
。
家
康
は
心
中
に
愚
息
の

二
代
将
軍
秀
忠
と
比
し
、
自

身
の
余
命
あ
る
う
ち
の
豊
臣

家
滅
亡
を
決
意
す
る
。
家
康

に
は
優
れ
た
長
子
の
信
康
が

い
た
が
、
信
長
に
そ
の
器
量

を
危
惧
さ
れ
、
自
害
さ
せ
ら

れ
て
い
た
。
清
正
は
二
条
城

の
会
見
の
三
カ
月
後
に
四
十

九
歳
で
亡
く
な
り
、
二
年
後

に
は
、幸
長
は
三
十
七
歳
で
、

輝
政
は
四
十
八
歳
で
、
相
次

い
で
死
去
し
た
。
い
ず
れ
も

徳
川
に
よ
る
毒
殺
説
が
残

る
。慶

長
十
九
年
（
一
六
一

四
）、
家
康
は
豊
臣
恩
願
の

福
島
正
則
、
加
藤
嘉
明
、
黒

田
長
政
ら
を
人
質
同
然
に
江

戸
に
留
め
、
二
条
城
に
て
軍

議
を
開
き
大
阪
冬
の
陣
を
起

こ
す
。
元
和
元
年
（
一
六
一

五
）、
や
は
り
二
条
城
よ
り

出
陣
し
た
家
康
は
、
大
阪
夏

の
陣
で
豊
臣
家
を
滅
ぼ
し
、

徳
川
に
よ
る
支
配
体
制
を
確

立
す
る
。
翌
年
、
家
康
は
七

十
三
歳
で
死
ん
だ
。
当
時
と

し
て
は
長
命
で
あ
っ
た
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、

最
後
の
将
軍
、
徳
川
慶
喜
は

こ
の
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の

大
広
間
に
お
い
て
、
諸
大
名

に
大
政
奉
還
を
発
表
す
る
。
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（解答は3面にあります） 

三省堂の段級位認定大会の 
実戦からで黒番です。 




